
・肯定：未成年者であっても罪を犯した際，実名報　　　  
　　　　 道するべきである．  
 

 
・否定：未成年者であれば罪を犯した際，実名報道  
　　　　 するべきではない．　　	


「未成年者の実名報道について」	


第4回	




・近年，未成年者による重大犯罪が社会の耳目を集めている．  
・加害者のプライバシーは保護されている一方，被害者のプラ  
　イバシーは守られていない．  
・未成年犯罪数は9年連続で減少している．¹ ⁾  
・未成年犯罪者の再犯率は増加傾向にあり，成年の3 . 4倍で  
　ある．² ⁾  
 
 
 

　　　　　　　　　　　　１）２）警察庁H Pより 	


背景	



